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【AbstlHct】
IdentificationofcrudedrUgshasbeencarriedoutbasedontheirmolphologicalchamcteristicsor
theirchemicalconstituentsusuaUy・However,thesephenotypictmitsvalydependingonenvironmental
factolBsuchasthedevelopmentalstageoftheoriginalplants,seasonsofharvestandgeogmphicorigins
ofthecrudedru9s,andalsointlaPspecificvaliation,whichsometimesmakesidentificationofthecrude
dmgsbasedontheirmolphologicalandchemicalcharacteristics,isquitedifIicult・
MolecularPhylogeneticstudieshavebeencalTiedoutenelgeticallyhmthel98０，s・Inthese
studies,thesequencesofあcLand'MKgeneonchlolDplastDNA(cpDNA),andlntemalTYanscribed
SpacerUTS)onnuclearribosomalDNA(mDNA)havebeenrcported・Itisexpectedlhatthegenetic
identificationofcrudedrugsispossibleonthebasisoftheirmolecUlarPhylogeneticstudiesand
sequencedata・
hthisstudy,Iplesentedtwoexamplesoflheidentificationofcrudedrugsbasedongenetic
infbImationanddiscussedabouttlleavailabilityandpmblemsoftheidentificationofcmdedmgsbased
ongeneticinfbImation、Theoneisdisc1iminationofMaidongdelivedmmClp/ijqpQgD"andLj79iqpe
SpeciesbWMsequences,andtheirchemicalcomponentsandtuberanatomy、Asaresult,itwas
Possibletodiscriminatecleallybythe坊cLgenotypebetweenlheMaidongderivedfiDmClpﾉｶjqpQgD〃
andLかゆｅspecies・AndanotheroneisidentificationofmedicinaLけcJcty！bclbsbasedonITS
seqUencesofnlＤＮＡ・Onlheresults,itwassuggestedthatITSsequencesｏｆｎｌＤＮＡｗｏｕｌｄｂｅｕｓefUlfbr
theidentificationofthecmdedmgsderivedmmthefburspeciesofAj71czc〔)ﾉﾉＭ３(thebotanicalorigins
ofByakUjutsuandSohiutsu)andtlleirinterspecifichybridiZations、
Sevelalnewinsigl1tswereobtainedmmthestudiesandthesewe1℃describedfbrdetailsinthe
thesisfbradoctolate．
【緒言】
生薬とは動植物などの天然の素材を原料とし､多くの場合は薬用植物の一部分であり､その品質は
多くの要因で変化するため､品質評価は必要不可欠となる｡生薬の品質評価法として､第一にすべき
ことが生薬の鑑別である｡正しい基原の生薬を使用しなければ､生薬を原料として使用する漢方薬等
の伝統薬の薬効や安全性は保証できない｡また､生薬について研究する場合においても､研究対象
の生薬は正しいものではないと､その後の試験結果はすべて間違ったﾃﾞｰﾀになってしまう｡生薬の鑑
別は､生薬を使用する医療における根源的な重要なことである。
生薬の基原種鑑別は従来形態学的特徴や化学成分を指標として行われてきた｡しかし､特に近縁
種および雑種基原の生薬において､生薬の形態学的および成分的特徴は非常に類似し､これらの特
徴を指標とした鑑別では限界があり､より客観的な新たな鑑別方法が求められている。
１９８０年代から生物の分子系統学的研究の発展とともに､植物の遺伝子研究の成果が蓄積され始
め､これらのﾃﾞｰﾀを基礎として種のまとまりを示す遺伝子多型を明確にすることで､生薬のＤＮＡ鑑別
が可能ではないかと考えられてきた｡生薬の遺伝子鑑別をするのに､植物の種のまとまりを正確に把
握した研究が必要であり､遺伝子多型の状況は植物によって異なるので､鑑別対象とする生薬ごとに
適切な遺伝子や遺伝子間領域を選定､調査し､そして検証する必要がある。
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そこで､第２章において別属に由来する生薬の鑑別には､'bcL遺伝子のような分子進化速度の遅
い遺伝子が適していると考え､clphjqpqgD〃属とＬｊ)ﾂﾞclpe属に由来するものがある麦門冬の葉緑体
DNA,あｃＬ遺伝子の塩基配列に基づく鑑別について検討した｡さらにＤＮＡ鑑別した市場品麦門冬
について､内部形態を観察し､油滴､根被､柱状品について調査した｡また､ﾎﾓｲｵｿﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄﾞについて
定量分析を行い､内部形態の調査結果とともにＤＮＡ鑑別結果と比較し､これらの形態学的および成
分的特徴による鑑別精度に関しても言及した。
また､葉緑体ＤＭは一般的に片親由来とされているので､雑種の検出には適さないと考えられる。
生薬には雑種の可能性が示唆されて､鑑別が困難な場合､これらの鑑別には両親由来の核ＤＭに
由来するﾏｰｶｰでの鑑別が適していると考えられた｡そこで､第３章では､尤類生薬について核ﾘﾎﾞｿｰ
ﾑDNA(nlDNA),ITS領域の塩基配列に基づく鑑別を検討した｡ｷｸ科のA27zzcOﾊﾉbcjbs属植物の根茎は、
蒼巾と白尤として使用されているが､これら71t類生薬の基原種鑑別は困難であり､その原因のひとつ
は雑種があるかもしれないとの報告もある｡本研究では､地上部が確認できるAjmcl0ﾉﾉbdbs属植物の押
葉標本252点について､両親由来のnlDM,ITS領域の塩基配列を調査し､尤類生薬の基原種鑑別、
さらには雑種の検出が可能か検討した｡また形態学的および成分的特徴の違いについても検証した。
その上､基原的に疑問が残っていた中国東北産の白尤と日本産の佐渡蒼求の基原について言及し
た。
さらに､遺伝子情報を応用した生薬鑑別における有用性および問題点について総合的に考察を力ｐ
えた。
本研究の内容および結果は主に以下の通りである。
【Ｉ】葉緑体DNA,'勵肌遺伝子の塩基配列に基づく麦門冬の基原種鑑別について
1．麦門冬にはﾕﾘ科のＣＩＤ〃jqpQgo"属由来とLj7ﾂﾞqpe属由来のもの､２種類があることが知られている。
生薬の形態学的特徴からは正確な基原種鑑別が困難なことから､遺伝子情報による基原種鑑別
の可能`性について検討した｡まず､地上部形態から種が同定されたClphjqpqgD"属植物(6種62サンプル)､Lかjqpe属植物(3種１変種22ｻﾝﾌﾞﾉﾚ)について､葉緑体ＤＮＡの'９Ｍ遺伝子の塩基配列を
調査した｡この結果、得られた塩基配列は６種類のﾂﾞｪﾉﾀｲﾌﾟに分類された｡このﾂﾞｪﾉﾀｲﾌﾟの違いに
より､CIPﾉijqpQgo"属とLj79jqpe属は明確に鑑別可能であることが示唆された。
２．ただし､'bcL遺伝子の塩基配列から得られたﾂﾞｴﾉﾀｲﾌﾞでは､CIPﾉｸjqFﾌqgD"属内またはLﾉｱjQpe属内の正確な種の同定はできなかった｡これはあｃＬ遺伝子の塩基配列において､種間の鑑別に有効
な塩基置換等の遺伝的変異が認められなかったためであり､Clロハ叩qgmz属内およびLjｱﾌﾞqpe属内の正確な種を鑑別するには､あｃＬ遺伝子よりも進化速度が速いと報告されている葉緑体ＤＮＡの
腕CUK遺伝子や遺伝子間領域､あるいはｍＤＮＡのITS領域等の調査が必要と考えられる。
3．葉緑体ＤＮＡの'bcL遺伝子の塩基配列から､市場流通品麦門冬44ｻﾝﾌﾟﾙの基原を鑑別した｡そ
の結果､２９ｻﾝﾌﾟﾙはclp/bjbYﾌqgD〃属由来と同定され､１５ｻﾝﾌﾟﾙはＬかjqpe属由来と同定された。
ＣＩＤ/ijqpQgD'z属由来と同定された市場品麦門冬は全て中国産であった｡一方､Lj79jbpﾌｅ属由来と同定された市場品麦門冬は､従来､Lﾉｱ9iqpe産を使用しているといわれていた韓国産だけではなく､中
国産にもLj7mjqpe属由来の麦門冬が含まれていた。
4．これまで､ClロハjbpOgmz属由来の麦門冬にはMethylophiopOgonaneAとMeIhylophiopogonaneBが含むが､Lかjqpe属由来の麦門冬は同成分を含まないと報告されている｡これらの成分による基原種鑑別の精度を確認するために､あｃＬ遺伝子の塩基配列から基原種を同定したｻﾝﾌﾟﾙにおける
これらの成分の有無を検証した｡この結果、'bcL遺伝子の塩基配列からＣＩＤ/iiqpogD"属由来と同定された麦門冬は全てのｻﾝﾌ，ﾙにおいて上記2成分が検出されたが､Lj77qpe属由来と同定された麦門冬は全てのｻﾝﾌﾟﾙにおいて同成分は検出されなかった｡このことから､Methyl叩hiopOgonaneAとMethylophiopogonaneB､これら２成分の有無も麦門冬がＣＩＤ/ijbpQgD"属由来かLj77qpe属由来かの鑑別における指標として有効であることを確認した。
5．同様に麦門冬の内部形態学的特徴(油滴､根被､柱状品)の有無からClphjqpqgm属由来かLかmpe属由来か鑑別可能との報告がある｡これらの内部形態学的特徴の有無による鑑別方法の精度を
確認するために､'もcL遺伝子の塩基配列から基原種を同定したｻﾝﾌ･ﾙにおけるこれらの形態学的
特徴の有無の関係について検証した｡この結果、巾cL遺伝子の塩基配列からClphjqpOgm属由来と同定された麦門冬29ｻﾝﾌﾟﾙ中､油滴､根被､柱状品の全てが認められた麦門冬は18ｻﾝﾌﾟﾙであ
り､つまり油滴､根被､柱状品の全ての含有をｃｈ〃ijclpqgD,z属に由来することの指標にすると､その
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鑑別精度は６２％(１Ｍ９ｻﾝﾌﾟﾙ)となる｡また同様に､Lj79iqpe属由来と同定された麦門冬１５サンプル
中､油滴､根被､柱状品の全てが認められない麦門冬は１０ｻﾝﾌﾟﾙであり､つまり油滴､根被､柱状品
の全てを含有しないことをLj79iQpe属に由来することの指標とすると､その鑑別精度は67％(10/15サンプル)となることが判明した。
６ただし､麦門冬の内部形態学的特徴を再検討すると､鑑別精度を低下させているのは柱状品を鑑
別指標としたことであった｡鑑別の指標として柱状品の有無を外して､油滴と根被の含有を
ＣＩＤﾉbjqpqgD〃属に由来することの指標にすると､その鑑別精度は76%(22/29ｻﾝﾌﾟﾙ)となる｡また同様に､油滴と根被を含有しないことをＬｊ７９ｊｂＰｅ属に由来することの指標とすると､その鑑別精度は
９３％(14/15ｻﾝﾌﾟﾙ)に向上する。
7．このように､遺伝子情報による基原種鑑別を実施した後､これらについて他の鑑別方法と比較する
ことにより､その鑑別方法の精度の検証が可能である｡また､さらに鑑別の指標を見直すことで鑑別
精度の向上が可能となることが示唆された。
【Ⅱ】核ﾘﾎﾞｿｰﾑDNA,ns領域の塩基配列に基づく尤類生薬の基原種鑑別について
1．尤類生薬は､白尤としてAZ7WaclMbd巳,ﾉﾋﾘPC'2jba､A・加acmc/iqPhaﾉﾋJ(=`ｉｏＭＺＪ)の根茎が使用され､蒼
尤としてはA・伽cezM.cﾉｸ加e"sjsの根茎が使用されている｡ただし､A・ﾉﾋﾘＰＣ'2伽は中国では関蒼尤
の名称で蒼尤の－種類として流通することもあり､菅ボ中に白尤の基原種である４．〃”伽由来
の生薬が混入する可能』性は否定できない｡そこで本研究にて､nlDNA,ⅡＳ領域の塩基配列から
白尤と蒼尤の基原種の正確な鑑別方法を確立した。
２．次にⅡS領域の塩基配列より鑑別された基原種ごとに白尤の特有と考えられているAtraclylonの有無を調査したところ､白ボの基原種のみではなく､検出頻度､含量は白北よりも低いが蒼尤の基
原種からも検出頻度40%程度にてAtractylonを検出した｡つまり､Atractylonの含有を白乖の指標
として設定された現状の日本薬局方のﾋﾟｬｸｼﾞｭﾂの確認試験とｿｳｼﾞｭﾂの純度試験では､その目的
を十分に果たせないことが予測された｡したがって､これら確認試験､純度試験では本研究で示さ
れたような遺伝子`情報を応用した鑑別法を採用して､より正確な生薬基原種の使用を推進すべき
と考える。
3．ITS領域の塩基配列から基原種を同定されたＡ・ﾉﾋﾘPC"jbzM・加ａｃｍｃﾉｸｅＰＭｔＭ・ﾉﾋ､Ceα､Ａ
Ｃﾉｶ伽JzsZsおよび4.ｍ'２Ｃｅαと４．cﾉｶ伽'2sisの種間雑種の根茎の３次元ＩＰＬＣハ・ﾀｰﾝを比較すると、
蒼尤の基原種であるA・伽Ceα､ＡＣﾉｶ碗e'ZSなおよび』.〃Ｃｅαと４．c〃伽獅なの種間雑種の根茎の３
次元IPLCﾊﾟﾀｰﾝは類似しており､これらを蒼尤という－種類の生薬として使用していることは理解
できた｡ただし､細かな成分ではＡＣ/i肋elzsjSでは３－Isovaleroyl-4,6,12-tetradecatriene-8,10
‐diyne-1,14-diol(ATRP10)やAtractyloyne(ATRP11)を含有するが､』.伽Ｃｅαはこれらの成分
を含有しない傾向があることが確認された。
4．白尤の基原種であるAj3pmjbzJは中国では関蒼巾と称し､菅ボとして扱われることもあるが､上記
蒼尤基原種の根茎の３次元ＩＰＬＣハ・ﾀｰﾝとは異なるﾊPﾀｰﾝを示すため､乱.〃olzjbuzを蒼尤として扱うのは問題があると考えた｡また､白ボのもう一種類の基原種である４．”cJcmcﾉieP/ｌｚｚｍの根茎の
３次元ＩＰＬＣハ・ﾀｰﾝは､』.jZVﾌolzjbaのﾊﾟﾀｰﾝとも異なるため､』.ﾉﾋＰｗ噸とＡ・碗qcmchePﾉｶαﾉﾋzを白尤という－種類の生薬として扱うことの正当性に関しては､今後の薬理研究等の再検討が必要と考
える。
5．蒼尤の基原種に関しては､これまでA・ﾉmzceaと乱.ｃﾉｶ伽,zs応が認められていたが､本研究の結果、
これら２種の種間雑種も少なからず存在することが初めて確認された｡中国植物誌ではＡ・伽Ｃｅα
と４．ｃ力伽加なの間に両者を明瞭に区別する形質が認められないとして､４.ｃｂ駒e7zsjsをＡ・伽Ｃｅα
のｼﾉﾆﾑ(同種異名)として扱っている｡ただし､本研究の結果､A・ﾉﾋmceaM.cﾉｶ加輌isは明らかな遺
伝的差異を有しており､これらは別種として扱うことを提案する。
６．また､中国植物誌にて』.JtJ7ZceZzと。.cﾉｶ肋ePasZsの間に明瞭な区別点が認められないとされる理由と
しては､今回初めて確認された少なからず存在するAbzcezzとＡＣﾉｾ伽e,zsisの種間雑種が､これら
２種の形態学的および成分差異を埋めてしまったからであると推測された｡その証拠として､調査し
た菅ﾎﾞｻﾝﾌ○ﾙからITS領域の塩基配列より鑑別されたA・ﾉﾋmceaM.ｃ/i肋e,ZSiSの種間雑種を除く
と､４.伽ＣｅαとＡ・ｃｈ伽加応は形態学的な面および成分面にも相違があることが明確となった。
7.Ａ〃Ｃｅαと』.吻加elzsisの種間雑種については､現状ではITS領域の塩基配列の調査､あるいはこ
の情報に基づく簡易鑑別法以外の方法､つまり従来行われている形態学的あるいは化学成分的
方法による鑑別では､正確な同定が困難と予測される｡また､３次元ＩＰＬＣハ・ﾀｰﾝの比較において
は､A・ｊｔｍｃｅａＭ.cﾉｶ伽e祗応の種間雑種の根茎の成分組成は４．cﾉｶ肋elzs応もしくは』〃zcezJの根茎
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の成分組成と類似していた｡現在､日本薬局方ではｿｳｼ,ﾕﾂの基原植物として､４.伽ＣｅαとＡ
ｃｈ腕e'zsisを収載しているが､｣Ｍ刀0CeαとＡＣﾉｾ伽獅なの種間雑種の追加収載を提案する。
８．本研究のnrDNAのITS領域の塩基配列の調査から尤類生薬の基原種における雑種の存在が明
確となった｡菅ボ基原種においては』.ﾉﾋ､c“Ｍ､C吻加e,zsjS(または』・肋MmcJ)の種間雑種､東北
産白尤では乱.ｃﾉｶ肋e'１３応(または4.肋"“α)とＡﾉとMPC"伽の種間雑種､佐渡蒼求においては､４．
〃ＤＣＢαとA､cﾙ伽eJzsHs(または４．kD7ecmのの種間雑種､さらにこれに４.ﾉﾋﾘＰＣ"伽が交配した雑種､A・
伽Ｃｅαと4./とMPC,z伽の雑種が認められた。
９．ⅡＳ領域の塩基配列中に多くの塩基の重なりを認めるITSﾂﾞｪﾉﾀｲﾌﾟType5を有するｻﾝﾌﾟﾙが、
Ｔ〕/pe3(４.ﾉb7zceqｳとType４(Adi伽elzsis)のｼﾞｴﾉﾀｲﾌﾞを有する植物の種間雑種であることと対照的
に､多くの塩基の重なりを認めるITSシ､ｴﾉﾀｲﾌﾟTyPelは現存する他の巾類生薬の基原植物の直
接的な交雑によって形成されたｼ,ｴﾉﾀｲﾌﾟではないことが判明した｡調査した４ﾉﾋＪＰＯ"jbzJ29サンプル
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の全てに多くの塩基の重なりを認める原因は不明であるが､』.ﾉ[MPC'2tｍは過去に現存していない
種が交雑して形成され､これが安定した種として固定し､現在の４．〃o"たαとして存在するようにな
り､ITS領域は何らかの原因で協調進化をまぬがれ､過去の交雑の証拠を残している可能性､すな
わちITSの協調進化を考察する上で興味深い現象を見出した６
１０.尤類生薬の鑑別には種間雑種について考慮する必要があり､市類生薬の鑑別には､一般的に片
親由来とされる葉緑体ＤＮＡは雑種の検出が困難なので適さないと考える｡今回､本研究で採用し
た核ﾘﾎﾞｿｰﾑＤＮＡのⅡS領域の塩基配列は本研究にて示したように雑種の検出に非常に有効で
あることが確認され､尤類生薬の鑑別におけるその有効性を認めた。
11.乖類生薬の基原種は本研究の佐渡菅ボの解析にて示したように､比較的容易に同属他種と交雑
することが予測される｡よって､尤類生薬を栽培する場合には､ITS領域の塩基配列に基づく栽培
種の確認および他種からの隔離に注意すべきである。
【Ⅲ】遺伝子情報を応用した生薬鑑別の有用性および問題点
遺伝子情報を応用した生薬の鑑別は､特に近縁な基原種の鑑別に関しては､形態学的特徴や成
分組成を指標とした鑑別よりも客観的なﾃﾞｰﾀを得ることができ､明確な鑑別結果が得られた｡特に､従
来の形態学的な特徴や成分を指標とした鑑別法では明確にできなかった雑種の鑑別は､遺伝子情
報を応用すると明確な結果が得られた｡また､遺伝子情報による生薬鑑別は､基本的には塩基配列を
決定するだけなので､形態学的手法ほど経験や熟練は必要ではなく､標準作業手順(SOP)さえ確立
すれば､鑑別を実施する人の経験や熟練に関係なく､精度の高い生薬の基原種確認が可能となる｡生
薬は日本薬局方にも収載される医薬品であるので､生薬の基原種確認という根源的な品質保証に関
して､だれもが実施可能で､客観的な確認試験法を設定することは非常に意義のあることである｡さら
に､形態学的な特徴や成分を指標とした鑑別では､必要な試験材料に条件があるが､遺伝子`情報を応
用した生薬の鑑別では､従来の方法による鑑別では困難である微量な粉末の場合でも､正確に鑑別
が可能である｡その上､遺伝子情報を応用した生薬鑑別は､生薬の基原種を明確にするだけではなく、
さらに､この遺伝子情報を応用した生薬鑑別の結果を生薬学的研究の結果にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸすることが可
能であり､これまでの形態学的な特徴や成分を指標とした鑑別方法における鑑別精度を検証できるこ
とを確認した｡また､その上さらに遺伝子情報を応用した生薬鑑別の結果から､他の鑑別方法を再検
討し､鑑別精度を向上させることも可能であった。
遺伝子情報を応用した生薬鑑別の有用性は多く挙げられるが､現段階では問題点も少なくない｡遺
伝子`情報を応用した生薬鑑別をするのに､対象とする種のまとまりを示す必要があり､鑑別しなければ
ならない近縁種との分化の程度に適合する遺伝子多型の検出法が必要となる｡遺伝子多型にて種の
まとまりが把握可能かは､ひとつの生薬ずつ検証する必要がある｡つまり､鑑別対象の生薬と異物であ
る近縁種の関係を考慮し､これらを鑑別するために､適切な遺伝子や遺伝子間領域を選定する必要
がある｡また､多くのｻﾝﾌﾟﾙについて遺伝子多型を調査し､その遺伝的変異を把握して､遺伝子`情報に
よる鑑別が可能か慎重に判断することが重要である｡遺伝子多型の検出方法がいくつかあるが､最も
信頼がおけるのは塩基配列決定だと考える｡塩基配列決定は他の方法より､試験結果の再現性が高
く､信頼性が高いが､一方､欠点としては､調査する領域が限られることで､遺伝的多型が少ないことで
ある｡またｎｓのﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾌﾞﾗｲﾏｰを使用すると､対象の植物のみではなく､植物や生薬に菌が共生
している場合は､その菌までに増幅してしまうことがあり､また他の植物によるｺﾝﾀﾐﾈｰｼｮﾝにも注意を
払う必要がある｡さらに､ITS領域の塩基配列を決定する際の問題点としてｎｓは１個体内に非常に
多くのｺﾋﾟｰが存在しており､解析が困難な場合がある｡現時点での生薬のＤＭ鑑別は万能でもなく、
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完全でもない｡他の手法より鑑別精度が高いだけなのである｡また､生薬でのＤＮＡ鑑別を前提とする場合､生薬中の多糖類等が混在し､DNAの抽出が困難な場合がある｡これを改善するために､DNAの抽出に阻害する成分をｶﾗﾑ等で除去する工夫が必要である｡さらに､鑑別対象の生薬は保存条件や期間等にもよるが､生薬のＤＮＡは断片化の程度が進み､PCR法によるＤＮＡ増幅が植物よりも困難な場合がある｡このため､これを考慮した解析法も必要となる｡また､今後曰本薬局方等の公定書における品質確認試験として設定するためには､より簡便かつ安価に実施できる試験法の開発は必要と考えられる。
学位論文審査結果の要旨
生薬の品質評価法としての第一は生薬の鑑別である。正しい基原の生薬を使用しなければ、生薬原料とし
て使用する漢方薬等の伝統薬の薬効や安全性は保証できない。生薬の基原種鑑別は、従来、形態学的特徴や
化学成分を指標として行われてきた。しかし、特に、近縁種および雑種基原の生薬の鑑別において、生薬の
形態学的特徴や成分組成、または含量は非常に類似し、これらの特徴を指標とした鑑別には限界があり、よ
り客観的な新たな鑑別方法が求められている。
本研究では、別属に由来する生薬の鑑別には、１１Ｍ遺伝子のような分子進化速度の遅い遺伝子が適して
いると考え、qQh/tlpclgm属とZjnjqpe属に由来するものがある麦門冬の葉緑体DNAJ16cZ遺伝子の塩基配
列に基づいて、種の同定が可能な植物標本８４検体および市場品麦門冬４４検体を用いて検討した結果、こ
れら２属由来の生薬の遺伝子鑑別が可能であることを示した。
また、雑種存在の可能性があり、鑑別が困難な市類生薬については、片親由来の葉緑体ＤＮＡ由来のマー
カーではなく、両親由来の核リボソームDNA、ITS領域の塩基配列に基づいて蒼尤・白71ijを含む乖類生薬の
基原植物および近縁植物であるAZhnacUz/bdaS属５種について調べ、局方収載種４種が鑑別可能であること
を示すと同時に、野生品由来のＡ〃ｃＳａとAchjmZBisの種間雑種の存在を初めて見出し、植物分類学的に
見解の分かれるん伽C己ａとACyhmenBjiSを別種にすべきである事を提案した｡さらに､本研究で確立した白71t、
蒼尤の基原種および種間雑種の鑑別方法の応用として、疑問が残っていた中国東北産の白尤と曰本産の佐渡
蒼尤の基原について検討し、Ａ:j22PoﾉｺﾉﾋﾋﾞｦとAcyhZﾉﾌﾞeｎａｉ，の雑種および人励c己ａＭ２ｊ２ｍｏ'２，７の雑種等の存在
も初め確認した。
以上、本研究は、遺伝子情報を応用した生薬鑑別の有用性に加えて問題点も提示するなど、今後の生薬学
や漢方薬学研究に貢献する労作と認め、博士（薬学）を授与するに値する論文であると評価された。
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